
 

 

NVIDIA Quadro K6000 
グラフィックスカード 
HP WS460cグラフィックス拡張ブレード

およびHPサーバー向けの取り付け手順 
 
 
 

 

 

概要 
このカードでは、HP ProLiant WS460c Gen8のグラフィックス拡張ブ

レードへのNVIDIA Quadro K6000グラフィックスカードの取り付け手

順について説明します。 

ソフトウェアのインストールについては、『HP ProLiant WS460c Gen8 
Workstation Blade（WS460cグラフィックス拡張ブレード付き）で使用

するMicrosoft Windows管理者ガイド』を参照してください。 
 

キットの内容 
• NVIDIA Quadro K6000グラフィックスカード（225W） 

• PCI拡張ブラケット 

• ダブル幅固定用ブラケット 

• ネジ 

• 本書 
 

追加要件 
今後の使用のために、HP ProLiantサーバーをさらに追加できます。各

サーバーに固有の要件については、個別のハードウェアマニュアルを参

照してください。 
 

NVIDIA Quadro 5000および6000グ
ラフィックスカードを交換する 

  

 重要：この手順は、あくまでGen8グラフィックス拡張ブ

レードのNVIDIA Quadro 5000および6000グラフィックス

カードを交換するためのものです。以前の世代ではこの

カードはサポートされていません。 
  

この手順で必要なツール 

• トルクスドライバー（T-10/T-15）（サーバーの内側に取り付けて

あります） 

• HP Insight Diagnosticsソフトウェア 

グラフィックス拡張ブレードからグラフィックスカードを取り外すに

は、以下の手順に従ってください。 

1. HP WS460c Gen8拡張ブレードの電源を切ります。 

2. HP WS460c Gen8拡張ブレードを取り外します。 

3. WS460cグラフィックス拡張ブレードのアクセスパネルを取り外

します。 

4. WS460cグラフィックス拡張ブレードのPCIeカードケージを取り

外します。 

5. グラフィックスカードから電源ケーブルをすべて抜き取り、固定

用ネジを取り外して、カードケージからグラフィックスカードを

取り外します。 

 
6. カードケージにNVIDIA Quadro K6000グラフィックスカードを

取り付けます。 
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7. I/Oコネクターパネルに2つのネジを取り付けて、カードケージに

グラフィックスカードを固定します。 

8. HP WS460c Gen8拡張ブレードにカードケージを取り付けます。 

9. グラフィックスカードの電源コネクターに電源ケーブルを取り付

けます。電源コネクターは冷却ファンが付いた端部にあります。 

10. アクセスパネルを取り付け、HP WS460c Gen8拡張ブレードをエ

ンクロージャーに再度取り付けます。 

以上で取り付けは完了です。取り外しと交換について詳しくは、『HP 
ProLiant WS460c Gen8 Workstation Blade with WS460c Graphics 
Expansion Blade Maintenance and Service Guide』を参照してください。 
 

グラフィックスカードのDL/ML/SL
サーバーへの取り付け 
この手順で必要なツール 

• プラスドライバー（No.2） 

• トルクスドライバー（T-10/T-15）（サーバーの背面に取り付けて

あります） 

カードを取り付ける前に、取り付け先サーバーのハードウェアおよび仕

様のドキュメントを調べ、NVIDIA Quadro K6000がサポートされてい

ることを確認してください。大まかな取り付け手順については、以下の

手順に従ってください。より詳しい取り付け情報については、個別の

サーバーマニュアルを参照してください。 

1. プラスドライバーを使用して、グラフィックスカードから標準の

エクステンダーを取り外します。 

 
2. グラフィックスカードに短いエクステンダーを取り付けます。ネ

ジをしっかりと締め付けます。 
  

 注意：ネジを締め付けすぎないようにしてください。 

  

 
3. サーバーの電源を切ります。 

4. お使いのサーバー用のハードウェアマニュアルに従って、NVIDIA 
Quadro K6000グラフィックスカードの取り外し、交換、取り付

けを行います。 

5. サーバーの電源を入れます。 

6. HPまたはNVIDIA社のWebサイトから最新のドライバーをダウン

ロードしてインストールします。 
 

以上で取り付けは完了です。 
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